
 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール 

推進ガイドライン 

 実践編  

  



 

 

 

・学校運営協議会の、特に「導入期」における進め方やポイントについて、先行校の事例を踏ま

えながら、具体的に紹介します。コミュニティ・スクールを効果的な取組とするためには、ガ

イドライン本編 P4 に示す３つのサイクルを回しながら、実践を重ねていくことが大切です。 

 

① 情報の共有 

② 育てたい子供の姿や学校ビジョンの共有 

③ 学校ビジョンを踏まえた連携・協力活動の実施 

 

Step１ 情報の共有  
 

・学校、保護者、地域が一体となって連携・協力活動を進めるためには、相互理解を深めていか

なければなりません。まずは、学校の現状・課題や、神戸市全体の取組（校則の見直し、GIGA

スクール、教科担任制の導入等）を積極的にお知らせし、保護者や地域の学校教育に対する関

心や意識を高め、目線を合わせて協議していく必要があります。 

・ある中学校では、1 人 1 台端末を用いて、学校運営協議会委員にタブレットドリル・デジタル

ドリルを使用していただき、理解を深めていただく取組を実施しました。その際には、初任の

教員４名をサポートにあてるなど、関わる教職員の輪を広げていく工夫も見られました。 

・いじめや不登校の状況をはじめ、学校で課題となっている事柄についても、保護者や地域に対

し率直に情報共有し、学校としてどのように取り組んでいるのか、ご理解いただくことが信頼

関係の構築につながります。 

・下記は、小学校が学校運営協議会で実際に情報共有した事例です。学校の現状を正しく認識い

ただくことが、連携・協力活動の実施に向けた最初の一歩です。 

※学校運営協議会委員は特別職非常勤の地方公務員であり、守秘義務があります。情報共有

にあたっては、あらかじめ委員に説明をしてください。 

 

 

望ましい学校運営協議会の進め方 ～連携・協力活動の実施に向けて～ 

の進め方 

 

 

＜情報共有の事例＞ 



 

 

 

             
 
Step２ 育てたい子供の姿、学校ビジョンの共有  
 

・学校づくりの指針に掲げているとおり、「育てたい子供の姿」について、学校運営協議会で議

論し共有することにより、保護者や地域の方に当事者意識をもって学校運営に参画いただくこ

とが可能になります。 

・そのため、学校ビジョンは、子供たちの今の姿や自校の現状・課題、地域特性等を起点とする

「学校づくりの目標」「育てたい子供像」に加え、保護者・地域の願いも踏まえたものとする

必要があります。 

・下記様式を参考に、各校において、シンプルで伝わりやすい学校ビジョンを作成し、保護者や

地域と共有してください。 

 

 



 

 

Step３ 学校ビジョンを踏まえた連携・協力活動の実施  

 

・コミュニティ・スクールの「導入期」においては、まずは①情報を共有し学校・保護者・地域

の信頼関係を構築すること、②育てたい子供の姿・学校ビジョンを共有し、「何のために連

携・協力をするのか」「どんな未来を目指しているのか」、目線を同じくすることが重要です。 

・そのうえで、共有した目標（育てたい子供の姿、学校ビジョン）の実現に向けて、誰がいつま

でに何をやるのか、学校運営協議会で協議をしてください。 

・必ずしも新しい取組を一から始める必要はありません。例えば神戸っ子応援団のノウハウを活

かして登下校の見守り活動を行う等、これまで取り組んできた活動をベースに、協力していた

だいてきた方々と力を合わせ、さらに効果的な取組ができないか、検討してみましょう。 

・また、教職員の多忙化や、共働き世帯の増加、地域コミュニティの担い手不足などが課題とな

るなか、取組ばかりを増やしてしまうと持続可能なものとはなりません。「やめる・減らす・

変える」の視点をもって、時には既存の活動を整理・縮小していくことも必要です。 

・育てたい子供の姿や学校ビジョンの実現に向けた活動に重点化を図り、学校・保護者・地域の

適切な役割分担のもと、できることから、小さく実践していきましょう。 

・先行校においては、子供たちの学びと成長を支える取組がスタートしています。実践事例とし

てまとめていますので、各校の取組を検討するうえで参考としてください。 

 

  ＜神戸っ子応援団について＞ 

学校と保護者・地域との連携・協力活動の仕組みとして展開されてきた「神戸っ子応援団」は、

令和３年度から所管を市長部局から教育委員会に移し、活動費については、学校運営費に新たに

配分したコミュニティ・スクール推進費の中で支出できるように変更を行っています。 

長年にわたる活動により、人のつながりや活動ノウハウを蓄積してきた「神戸っ子応援団」は、

コミュニティ・スクールを推進するうえで、重要な存在です。 

子どもたちの学びや成長を支える活動の具体的な担い手として、引き続きご協力いただけるよ

う、関係づくりに努めてください。 

 

 

Step４ 効果的な情報発信  
 

・活動の中には、保護者や地域の一部の方だけが参画し、保護者や地域に活動があまり知られて

いない場合もあります。 

・学校だよりやホームページ等のほか、すぐーるも積極的に活用し、学校運営協議会の協議内容

や取組みを保護者や地域に発信しましょう。 

・効果的な情報発信により、多くの保護者や地域住民、地域団体等、多様な主体の参画を促進

し、協働活動の輪を広げる好循環を生み出しましょう。 



 

 

 



 

 
 



取組

効果

（１）育てたい子供像の共有と取組みについての協議
・中学校校区内の３校合同で学校運営協議会を開催し、育てたい子供像を保護
者・地域と共有の上、各校のグランドデザイン（学校ビジョン）に反映。
・３校の状況を情報交換し、小中連携して行う具体的な取組みについて協議した。

（２）活動
・小中合同で校区の応援団の方、地域・保護者の方々とクリーン作戦を実施。
・広報誌「美竹っ子コミュニティ・スクール新聞」を作成し、３校の取組みを
地域や保護者、市内の学校へ発信。

取組

（１）学校運営協議会での協議
・学校運営協議会において、学校行事や学校での授業支援など、学校側からの
協力要請に応じて、学校運営協議会委員を含む学校ボランティア「みなみっ
子お助け隊」で支援することを決定した。

（２）活動
・社会科の校外学習で淡路島へ行くことになり、調理作業の補助や安全確保の
ため、学校ボランティアから引率補助に行っていただいた。

・調理作業のサポートや校外学習中の子供たちの安全確保をし、学校および教員
の負担軽減に繋がった。

・引率いただいた学校ボランティアの方にとって、子供たちの普段の学校生活の
様子や学校行事の内容を直接把握できる、良い機会となった。

・子供たちにとって、学年・学校の枠を超えて活動する貴重な経験になった。
・地域全体で子供たちの成⾧を支える雰囲気を醸成することができた。
・地域住民と子供たちが顔見知りになり、あいさつができる関係の構築に繋が
った。

効果

CASE５ 学校運営協議会の合同開催による小中連携
（西神中学校・美賀多台小学校・竹の台小学校）

CASE６ 学校ボランティアによる行事支援（南五葉小学校）

中学校校区内の３校合同で学校運営協議会を開催。育てたい子供像を保護者・
地域と共有し、小中合同での取り組みを展開した。

学校運営協議会において、学校側からの協力要請に応じて学校ボランティアの
メンバーで支援することを決定し、実際に校外学習の引率補助などを行った。


